
 

 

 

「生活のきまり」見直しの取組について 

生徒指導部  山田 雅丈 

新型コロナウイルスも少し収まったかと思えば、新たな変異株の登場でまだまだ予断は許されない状況です。しか

しながら学校は少しずつ落ち着きを取り戻しているようにも見えます。緊急事態宣言下での学校生活の取組にも、子

どもたち・私たち教職員ともに徐々に慣れ、先日の学校祭や５０周年行事ではリモート・無観客でありましたが、つ

つがなく終えることができました。その反面長きにわたる自粛生活のためか、学校外での生活の乱れや、学校に足が

向きにくくなった生徒の増加が懸念されているところです。 

さて、今年度澄川中学校では「生活のきまり」の改訂に着手しました。５０周年を節目に文言の見直しや全体像の

整理という目的もありましたが、最も重きを置いたのはＬＧＢＴＱに関する条文の修正でした。 

昨今ＬＧＢＴＱに関する様々なニュースや見解等が発信され、大人の社会だけではなく子どもの社会においても大

きな問題として捉えられています。文部科学省でも平成２７年に「性同一性障害や性的指向・性自認に係る、児童生

徒に対するきめ細かな対応等の実施について」という通知を発出しています。この中で悩みや不安を受け止める必要

性は、性同一性障害に係る児童生徒だけでなく、いわゆる「性的マイノリティ」とされる児童生徒全般に共通するも

のであることを明らかにし、教職員の適切な理解を促進することが必要であるとしています。また現状では、各学級

に２～３人の割合でこれらのことで悩んでいる、あるいは悩むであろう生徒が存在し、解決されないことによって、

学校の場で子どもたちを深く傷つけてしまう可能性が指摘されています。 

特に今年は性差別や偏見、社会のあり方を随所で問われた場面が多く、学校としても放置するわけにはいかないだ

ろうと考えました。教職員も研修会等で講師を招いて学習会を開いたり、あるいは各学年において保健体育科・社会

科、そして道徳の授業等で子どもたちにＬＧＢＴを取り上げた学習を進めてきたところであります。そのまとめとし

て、とりあえず今年は、男女間の格差を位置づけるようなきまりのあり方・文言を見直し、できるところから修正を

はかろうと取り組んできました。先の１２月２日の学活では、生活委員会の提案でこれらの具体案を全学級で審議し、

活発な討論の末多くの質問・意見が出されました。そして、１２月２１日の学活において質問・意見に対する答弁及

び見解を表明し、批准投票が行われ、賛成多数で可決されたところです。なお、新しい「生活のきまり」施行について

は、２月１日を予定しております。 

ＬＧＢＴＱに関する取組はスタートしたばかりです。きまりの見直しは、今後は生徒主体で進めていくべきであり、

また教職員ではその他の山積された問題（例えばトイレの使用や男女別の委員選出方法、部活動での男女別の問題等）

についてさらに検討していかなくてはなりません。そして、この澄川中学校がより弱い立場の生徒ほど、住みやすい、

居心地の良い学校となるよう改善していく必要があると思います。そのためには生徒・保護者・教職員が意見交換し

ながら協力して学校を創造していくことが大切です。今後とも本校の教育にご理解とご協力のほど、よろしくお願い

いたします。 

２学期を振り返って 

２学期も本日で終了となります。新型コロナウイルス感染症の影響で、様々な制約が多い中、学校行事も例年とは

違う時期や内容で行われました。主な取組について振り返ります。 
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 開校50周年記念式典・第50回学校祭 １０月８日（金） 

残念ながら保護者や地域の方々をお招きできませんでしたが、規模を縮小しながらも

無事に開校50周年記念式典を開催することができました。学校祭も、限られた時間や場

所などの条件のもとで取り組み、リモート放送を運用しながら、各学級素晴らしい成果

を上げました。 

  

 立会演説会・投票 １０月２０日（水） 

 テレビ放送による立会演説会でした。応援責任者も立候補者もカメラに向かって立派な演説を

行いました。その後、学級で投票が行われ、全員が信任されました。 

 

 生徒会認証式 １０月２９日（金） 

体育館に認証される生徒だけが集まり、リモートにより行われました。これにより、活動

の中心が３年生から２年生・１年生にバトンタッチされました。よき伝統・取組を引き継ぎ

つつ、新しい風を吹き込んでほしいと思います。 

 

 ２年生 宿泊学習 １１月１０日（水）・１１日（木）  

２年生は、11 月に時期を変更して、白老・登別方面に宿泊学

習に行ってきました。少し寒かったですが、大いに楽しんできた

様子が、そのあとのまとめなどで感じることができました。３年

生の修学旅行は、３月８日（火）・９日（水）に実施予定です。 

 

 

 

 
札幌市教育委員会では、全国的

な課題となっている教職員の長時
間勤務等への対応策として、冬休
み期間中において、「冬季休校日」
の取組を実施いたします。これに
伴い本校では、年末年始の休日
（12/29～1/3）と連続して、1
月４日（火）・５日（水）を休校日
とさせていただきますので、御理
解と御協力をお願いいたします。
この期間は、土日と同じように、終
日転送電話の設定になっておりま
す。 
なお、冬季休校日の取組につき

ましては、札幌市教育委員会教職
員課労務係（211-3853）にお問
い合わせください。 
 

 

   

【今後の予定】           詳しい予定は配布された行事予定表をご覧ください。 

 

１２月２４日（金）２学期終業式・部活動報告会     １０日（月）成人の日 

         給食なし              １２日（水）３年生公立願書提出登校 

２７日（月）冬季休業（１月１３日まで）           （９：００～１０：００） 

                           １４日（金）３学期始業式 部活動報告会 

 １月 １日（土）元旦                      ２年学年集会(３h) 

４日（火）冬季休校日                    給食なし 

５日（水）  〃 

     

【冬休みの生活で特に注意していただきたい点】 

〇単独、生徒同士の外泊は禁止です。 

〇カラオケボックス（それに類する所）、ボウリング場の利用は、保護者同伴です。        

〇携帯電話・スマホ・インターネットによるトラブルは年々増加傾向にあり、本校

でも起きています。不正サイトへのアクセス、SNSなどへの書き込み（個人情報

や個人名がわかったり、推測できるような書き込みを含む）、LINEトラブル等、

大きな事故につながりかねません。お子様の身を守るためにも、家庭内のルール

を決めるなど、ご指導をよろしくお願いいたします。 

〇毎年冬には積雪や路面の凍結等での冬型の交通事故が多くなります。事故のな

いよう十分注意してください。 

 

≪電話相談窓口≫ 

◇札幌市教育センター教育相談室    ６７１－３２１０ 

◇札幌市児童相談所 ６２２－８６３０または１８９（虐待対応ダイヤル） 

◇子ども安心ホットライン（子ども虐待電話相談） ６２２－００１０（24時間） 

◇いじめ電話相談（少年相談室）  ０１２０－１２７－８３０（フリーダイヤル） 


